
＜ 春の校庭 ～⑦その他の雑草 その2 ＞
ざっそう

皆さん、こんにちは。牛久二小の春の校庭「雑草とそこに来る虫たち」、今回はその他の雑草から、
ざっそう ざっそう

あまり他の学校の校庭では見られないかなと思ったものを簡単に紹介します。
かんたん しょうかい

ムラサキケマンはケシ科の仲間
か なか ま

で、やや湿ったところに生えます。
しめ は

全体有毒なので、要注意。ハナニ
ゆうどく ようちゅう い

ラはヒガンバナ科で、葉をもむとニラの匂いがします。ネズミノオゴケはコケ植物のなかまで、ネズ
か は にお

ミの尻尾に似た形です。これまで観察したたくさんの校庭の中で、このコケが生えていたのは二小だけ
しっ ぽ に は

です。ヘビイチゴはバラ科で、もうすぐ赤い実ができます。無毒ですが、食べておいしいというもの
か み む どく

でもありません。モウソウチクの竹の子は、隣の竹林からのものでしょう。 【理科支援員：宮内】
となり ちくりん
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ムラサキケマン(左上)とハナニラ(左中)、

ネズミノオゴケ(左下)、ヘビイチゴ(右

上)、モウソウチクの竹の子(右下)。


